行 事 報 告 書（研修）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者：　金澤忠昭
	 行 事 名
	　甲山研修会

	実施日時
	２８　年　１１　月　１０　日（木曜日）　１０　時 ～　１４：３０　　　　　天候：　晴　１３℃

	場　所
	　甲山森林公園

	テーマ
	　木々の色つきと果実の成熟

	講師
	　児玉　勝久　講師

	聴講者数
	３３名

	内容
（項目と概要）
	座学（１０：００～１０：４５）
今月の樹　「カキノキ」　（参考資料あり）
　紅葉（柿もみじ）、原産地（中国・韓国・日本）、花の特徴（雄花、雌花）、野生動物のエサ化（過疎化や高齢化による放置）、渋（シブオール）、栄養と薬効（ビタミン・ミネラル・殺菌作用）、耐水性（渋紙）、材（硬いが脆い）、１０００ほどの品種がある。
神戸の平均気温（参考資料あり）
今年は１０月までは気温は高かった。１１月は平年並み、１２～１月は寒くなりそう

紅葉（参考資料：「もみじ・・・樹々の色つき」、講師作成の葉のコピー（色彩鮮やか）
紅葉・黄葉・落葉の仕組み、時期を決める因子、もみじ、柿もみじ、桜もみじ、蔦もみじ、櫨もみじ、銀杏もみじ、黄色のあれこれ、楢もみじ（ははそもみじ）、他。
しかしながら、樹々が落葉時にわざわざ赤く色づく目的は解明されていない。

観察（１０：４５～１４：３０）
研修室～緑橋～正門～駐車場～山道～西門～シンボルゾーン～展望所～みくるま池～研修室

ケヤキ、ハゼノキ、アカメガシワ、アマヅル、サクラ、ヌマスギ、オオモミジ、ベニドウダン、サクラ、ドウダンツツジ、ヌルデ、カキノキ、ハハソモミジ、モチツツジ、ウラジロノキ、ヒノキ、ハンノキの仲間、レンギョウ、ゴンズイ、エノキ、ムクノキ、ヤマノイモ、カクレミノ、ヤマボウシ、サクラバハンノキ、センニンソウ、タラノキ、イヌザンショウ、サンゴジュ、クスノキ、イロハモミジ、三段もみじ、ツルグミ、ヤマハゼ、ナツツバキ、イヌシデ、カマツカ
ミニ研修（１２：３０～１２：５５）

寺尾さんにより、６班に分かれてゲーム、文字カードからいくつ植物を発見できるか（最多は３２種）、円形の広場にて。（次回は２２期の中から。）


	まとめ
感　想
	学習を続けていくと、名前だけ分かるのがやっとのレベルから、ひとつひとつの植物について、より深くとか広くとかに観察力と知識が向上していくことが嬉しい。
柿は体を冷やすと思っていたのは間違っていたことを知った。柿が赤くなると医者が青くなるという諺があることを知った。

光に対し多様な反応をしている樹々の生き様を知りながらも、落葉時に黄色はともかく、何のために赤くなっているのかが解明されていないとは、その美しさ故に神秘的である。人知の至らぬ領域が身近にあるものだ。


